
令和５年６月市議会 総務委員会資料

第７５号議案 令和５年度長崎市一般会計補正予算（第５号）

《２款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費》

【単独】市民センター施設整備事業費 施設改修 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 ～ 3

《２款 総務費 １項 総務管理費 １６目 地域振興費》

長崎のもざき恐竜パーク直行バス実証実験費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 ～ 8

長崎のもざき恐竜パーク周辺活性化検討費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 ～12

東総合事務所

南総合事務所

令和５年６月

目次 ページ
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予 算 説 明 書

事 業 名 補正額
ページ 款 項 目 番号

２６～２７ ２
総務費

１
総務管理費

1
一般管理費 ３-１ 【単独 】 市民センター

施設整備事業費 施設改修

千円
１０，９００

長崎市古賀地区市民センターの体育館前倉庫については、建築年から約38年が経過し、屋根及び外壁の経年
劣化が進んでいる状況である。

令和３年度に拠点避難所として倉庫の一部にシャワー設備及び防災用資機材の収納庫が整備されたことから、
早期に改修を行い、施設の安全性及び市民の利用環境の向上を図るもの。

１ 事業目的

（１）対象施設 古賀地区市民センター体育館前倉庫（長崎市古賀町948番地1）

（２）建 築 年 昭和59年

（３）構 造 鉄骨造

（４）整備内容 屋根及び外壁改修工事

（５）予 算 額 10,900千円

２ 事業内容

３ スケジュール

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

改修工事
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※ 公共施設等適正管理推進事業債 充当率 90%（交付税措置率30%～50%）

４ 財源内訳

体育館前倉庫外観

５ 配置図等

体育館前倉庫屋根 体育館前倉庫外壁

区 分 事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

当初予算
千円

１１，６００
千円

－
千円

－
千円

８，７００
千円

－
千円

２，９００

６月補正 １０，９００ － － ※９，８００ － １，１００

補正後 ２２，５００ － － １８，５００ － ４，０００

-3-



予算説明書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

２８～２９
２

総務費
１

総務管理費
１６

地域振興費
１-１

長崎のもざき恐竜パーク
直行バス実証実験費

千円
９００

１ 現状と課題

令和3年10月 長崎のもざき恐竜パーク開業

開業後１年間は恐竜博物館入館者数が約27万人と、
想定以上の賑わいと活力を生み出しているが、現在は
オープニング効果も収束し、前年同月比で約50％の入
館状況となっている。

恐竜パークを南部地区の地域振興の起点としていくた
め、新たな魅力の追加など利用者満足度の向上を図り、
来館者数を高いレベルで維持していく必要がある。
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３ 事業実施の役割分担

長崎市指定管理者バス事業者（長崎バス）

利用促進策（経費負担）案

ココウォーク観覧車利用券のサービス 恐竜グッズの提供

バス車内へ恐竜ぬいぐるみ配置

のもん湯入浴券のサービス

事業の企画立案

広報

直行バスの運行

運行した結果、赤字となった場合の負担
赤字額の1/4 赤字額の3/4

運賃収入見込を
下回った場合の負担

事業の検証

２ 事業概要

来館手段として、あまり利用されていない路線バス（利用割合 約2%）について、市中心部から恐竜パークまでの直行バス運行希望が
一部あることから、新たな誘客手段となりえる可能性を探るため、バス事業者、指定管理者と共同で直行バス実証実験を行う。

（１）運行期間 （３）運行時刻表（予定）

（２）事業費内訳・・・補助金９００千円

（４）料金設定（片道）

項目
予算額
（千円）

備考

運行経費 615 赤字想定額の3/4

広報費 200 周知チラシ等作成

消耗品費 85 バスのフロントマスク等

計 900

令和5年8月～令和6年１月（6ヵ月）の土日祝/全50日

※12/31、1/1～1/3及びバス無料デーは除く

区分 長崎駅間 ココウォーク間

大人 700円 740円

小人（小学生以下） 350円 370円

ココウォーク 長崎駅 恐竜パーク

往路 9：00 9：15 10：00

恐竜パーク 長崎駅 ココウォーク

復路 13：30 14：20 14：30

※ 大波止、新地中華街、

松ヶ枝国際ターミナル、

高浜海水浴場前バス停

での乗降を予定
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５ スケジュール

６ 財源内訳

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

事業計画、広報

直行バスの運行

事業の検証

※ 過疎地域活性化基金繰入金

区 分 事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他※ 一般財源

当初予算
千円

－
千円

－
千円

－
千円

－
千円

－
千円

－

６月補正 ９００ － － － ９００ －

補正後 ９００ － － － ９００ －

４ 運行経費の見込

1日あたり

①運行に要する費用（人件費、燃料費等） ：約 23,000円

②運賃収入 ：約 6,630円

③赤字想定（①－②） ：約 16,370円

⇒50日（6ヵ月）運行した場合、赤字想定額は約820,000円 長崎市 615,000円（3/4）

指定管理者 205,000円（1/4）

※ 運賃収入に満たない分は、バス事業者（長崎バス）負担
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日程
運航の

可否
参加者数 備考

9/ 8(木) ○ 22
旅行会社、DMO、マスコミ、県、
県観光連盟、運輸局 等

日程
運航の

可否

参加者数

備考

大人 小人

第1回 9/25(日) × — — 台風接近の影響により欠航

第2回 10/15(土) ○ 14 0

第3回 10/16(日) ○ 6 0

第4回 10/26(水) ○ 4 26 赤迫こども園貸切

第5回 11/11(金) ○ 5 0

第6回 12/ 6(火) × — — 予約者0人のため欠航

計 4回運航 29 26

市内

64%

県内

24%

県外

12%

居住地

市内 県内 県外

60代～

68%

50代

12%

40代

12%

30代

8%

年齢

60代～ 50代 40代 30代

新聞

33%

友人からの誘い

19%

広報ながさき

14%

チラシ

14%

テレビ

10%

HP等

10%

参加したきっかけ

新聞
友人からの誘い
広報ながさき
チラシ

やや満足

61%

非常に満足

22%

やや不満

11%

どちらでもない

6%

全体を通した満足度

やや満足

非常に満足

（３）小人を除く、大人29人の分析

２ 運航実績
（１）モニターツアー

（２）実証実験

（参考）恐竜パーククルーズ実証実験（R4年度実施）

野母漁港

発着場

恐竜パーク

路線バス

約２㎞

１ 事業概要
（１）実施期間 令和４年９月～１２月
（２）航路 長崎港（常盤２号桟橋）10：50発～野母漁港14：30発
（３）料金 大人４，０００円～（小学生以下は半額）
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３ 参加者からの意見

５ 今後の課題

・野母漁港内の船着場が恐竜パークから遠いため、

スムーズな2次交通の確保

・料金設定や県外客へ向けた需要の掘り起こし

（２）野母崎での滞在

・野母崎での滞在時間は2時間だったが、3～4時間が適正

・自転車の貸出、返却が課題

・家族で乗れるカートのようなもの、またはツアーバスが

あれば利用したい。

・Nomon長崎から恐竜博物館までの距離が高齢者にはきつい。

・路線バスでの移動は、待ち時間がもったいないと感じた。

・誘導の人がいないと道が分からない。

（３）その他

・船内ガイドの説明は分かりやすいが、エンジン音で聞こえ

づらい。

・飲食店などとの連携を強化するべきだと思った。

・運転がなく、お酒が飲めるので良い。

・野母崎の岸に近づいて、岩や地層を見せて欲しかった。

・Nomon長崎での昼食が高すぎる。

（１）料金設定

・県内客の場合、4,000円は高く、3,000円程度が適当

常盤桟橋 船内からの眺め

昼食一例（HAGEMARUの海鮮丼）

自転車での移動 恐竜博物館見学

船内からの眺め

４ クルーズの様子
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恐竜パークの利用者満足度の向上と来訪者数を高いレベルで維持していくとともに、南部地区の活性化に向
けて、相乗効果をより一層高めるための恐竜パーク周辺のコンテンツ磨きと新たな価値の創造に向けた魅力向
上策について、地域や専門家の意見を聞きながら調査検討を行う。

１ 現状と課題

令和３年10月 長崎のもざき恐竜パーク開業

開業後１年間は恐竜博物館入館者数が約27万人と
想定以上の賑わいと活力を生み出しているが、現在は
オープニング効果も収束し前年同月比で約50％の入館
状況となっている。これに伴い、周辺飲食店での消費
や賑わいが低下しつつある。

地域の活性化及び観光の振興に資することを目的に
整備した恐竜パークについて、オープニング効果収束
後における来場者の維持と地域内の資源磨きによる、
一体的で持続的な地域振興を図る必要がある。

２ 事業概要

予 算 説 明 書
事 業 名 補正額

ページ 款 項 目 番号

２８～２９
２

総務費
１

総務管理費
１６

地域振興費
１-２

長崎のもざき恐竜パーク周辺活性化
検討費

千円
３，７００
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３ 事業費

調査委託料 ３，７００千円
① 現況調査（統計・文献調査、現地調査）
② 基本方針・詳細検討
③ 検討会運営（資料作成、運営） ※予定メンバー：学識２名、地域２名、ＤＭＯ１名、指定管理者１名
④ 報告書作成
⑤ 関係機関協議

４ スケジュール

令和５年
６月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
令和６年
１月

２月 ３月

議会関係

検討調査委託

検討会

調査検討費予算計上

とりまとめ

検討会検討会検討会検討会

５ 財源内訳

※ 過疎対策事業債 充当率100％（交付税措置率70％）

区 分 事 業 費
財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 地方債※ その他 一般財源

当初予算
千円

－
千円

－
千円

－
千円

－
千円

－
千円

－

６月補正 ３，７００ － － ３，７００ － －

補正後 ３，７００ － － ３，７００ － －
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６ 位置図と検討調査の範囲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎のもざき恐竜パーク 

位置図 

長崎市役所 

道路橋りょう費 国：一般国道 

        主：主要地方道 

        県：一般県道 

都市計画費   補：補助 

        単：単独 

道路橋りょう費 国：一般国道 

        主：主要地方道 

        県：一般県道 

都市計画費   補：補助 

        単：単独 

国道 206号 

国道 202号 

国道 34号 

国道 499号 

恐竜パーク 

検討調査範囲

恐竜パーク

三和地域センター
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７ 長崎のもざき恐竜パーク

恐竜博物館 R3.10オープン
R3.10～R4.10 博物館入館者：約27万人

（当初目標 約12万人）
パーク全体入場者：約41万人
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